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[写真上 .1961年春の湘南平写真コンターノレ推薦写真。秦野市越水幹夫氏作品]観光地約よごれ宏知らぬ天恵の

公園湖南平には、いま、春のいぶきがいっぱいです。存者京駅から直通パスで20分25円の手近さと、 181m の高さ

をもっ眺望は、ことしもたくさんの人に愛されることでしょう。商工課ではシーズンに備え、無料休憩所の整備

や、くずかごの増設を行ないました。湖南平は平塚市民のものです。あなたのものとしてご利用ください。

一
一
一
月
十
二
白
、
今
市
議
会
史
的
会
の
第
一
目
、
藤
沢
俊
範
議
員
(
議
長
〉
か
ら
議

出
回
提
案
の
か
た
ち
で
「
安
全
都
市
宮
←
嘗
」
決
議
案
が
上
程
さ
れ
、
節
目
全
会
一
致

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
議
案
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
的
災
害
を
さ
ら
に
効
目
前
に
防
止
す
巧
た
め
、

各
階
層
を
一
丸
と
子
る
全
市
民
連
動
を
お
こ
し
、
平
塚
市
を
、
明
る
く
伎
み
よ

い
「
安
全
都
市
」
と
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
県
下
で
は
じ
め
て
の
ケ
ー

ス
で
す
。

こ
の
冨
震
に
も
と
づ
き
、
各
階
層
の
力
を
結
集
し
て
安
全
都
市
連
動
を
社
進
す
る

こ
と
に
本
り
ま
し
た
。

「
安
全
都
市
宣
言
」
決
議

記
事
一
宮
田
〕
わ
が
霞
に
お
け
る
産
業
縦
横
の
成
長
と
生
活
文
化
の
向
上
に
伴
い
、
わ

が
平
塚
市
も
近
代
的
援
業
都
市
と
し
て
市
勢
も
各
方
商
に
わ
た

D

著
し
い
伸
長
を

示
し
て
き
た
が
、
二
回
、
市
民
の
白
常
生
活
の
安
全
を
お
び
や
か
ナ
産
業
災
害
、

学
校
お
よ
び
家
縫
に
お
け
る
災
害
、
交
通
事
故
、
火
災
等
各
種
災
害
の
続
発
は
ま

こ
と
に
寒
心
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

も
と
よ
り
、
か
か
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
熱
心
に
奨
施
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
進
ん
で
、
よ
り
積
極
的
に
市
民
の

生
命
尊
重
と
産
業
交
化
伸
穫
の
理
念
の
も
と
に
、
各
種
の
災
害
を
さ
ら
に
効
渠
約

に
防
止
ナ
る
た
め
、
各
階
層
打
っ
て
一
丸
と
す
る
全
市
民
運
動
を
強
力
に
推
進

し
、
市
民
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
緊
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
「
国
民
安
全
の
尽
」
制
定
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、

本
市
に
お
け
る
各
安
全
組
織
の
総
合
的
連
携
を
は
か
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
都
市

態
設
を
お
ざ
し
て
、
ι
4と
に
平
塚
市
を
「
安
全
都
市
い
と
す
る
こ
と
を
質
脅
す

る
。右

決
議
す
る

昭
和
一
一
一
十
七
年
三
月
十
二
信壊

議
会

市議会定例会



(2) 

11'11' じふいf吋

山
ザ

川川
川一

経
産
量
、
移
り
変
わ
R
農
業
情
勢
に
応
ず
る
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
点
楽
器
の
統
…
態
度
を
決
定
す
る
聖
を
み
せ
て

M
ま
す
。
と
の
結
果
、
毒
事
織
の
も
の
だ
け
で
十
川

合
整
穏
を
樹
党
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
構
想
や
ま
と
め
こ
れ
を
鴎
係
十
一
回
一
一
者
数
え
る
市
内
の
農
業
団
体
は
二
エ
十
七
年
度
当
初
に
お
い
て
、
間
堂
町
、
畜
謀
、
機
滅
七

体
長
官
て
間
読
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
幾
産
課
の
襲
に
対
し
て
、
議
係
団
体
と
も
…
化
、
青
少
年
グ
ラ
ブ
の
凶
器
に
統
合
さ
れ
る
見
と
お
し
が
強
ま
り
、
今
後
の
生
産
草
川

役
酷
開
会
の
段
潜
で
は
す
で
に
同
意
し
、
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
箆
総
会
に
は
か
つ
て
最
終
…
や
市
援
対
策
の
上
で
大
嘗
攻
効
果
が
期
待
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
仲

普
事
業
品
行
な
う
。

ャ
以
上
の
ニ
間
体
に
、
そ
れ
ぞ
品

ハ
理
事
)
二
十
名
態
度
、
各
閣

に
専
門
部
婆
園
田
二
十
名
程
度

き
、
具
体
的
事
業
は
、
各
奪
回

と
に
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

績
を
職
能
グ
ル
ー
プ
員
と
し
、

ぞ
れ
各
部
に
配
属
さ
せ
る
。

A 陵芸詩書係極体

重量業機械化協会一一一→存続させる

青少年クラブ連絡協議会→存続させる
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C 営農関係団体

F
D

一
醐
酷
護
課
は
、
臨
時
議
諮
問
山
体
総
長
田
構
想
の
一
し
て
関
係
酬
明
家
の
も
っ
と
も
強
大
本
代
一
か
に
果
樹
部
、
芳
ざ
い
郎
、

一
な
か
で
「
今
後
の
農
業
経
営
は
、
題
曲
四
一
表
機
溺
と
し
、
地
獄
農
協
と
さ
も
に
活
一
郎
、
花
宮
部
等
の
専
門
部
を
お
く
。

U

寄
り
、
重
な
り
の
襲
撃
経
営
を
一
発
な
事
業
活
動
を
は
か
る
室
長
体
一
事
業
は
量
対
策
事
業
長
室

一
位
と
し
、
こ
れ
に
他
部
門
を
う
ま
く
結
一
の
体
質
改
善
を
行
な
う
こ
と
が
怠
務
で
一
事
業
の
二
つ
を
謹
十
本
一
と
す
る
。

報
一
び
つ
け
た
自
立
経
営
が
閑
語
さ
れ
る
ご
あ
る
よ
と
の
べ
て
い
ま
す
。
一
審
襲
警
護
喜
一
一
一
塁
、

一
章
で
あ
り
、
そ
ざ
い
、
泉
街
、
花
の
噂
一
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
榛
恕
さ
れ
た
統
一
れ
を
一
本
に
ま
と
め
、
高
出

一
業
化
平
、
畜
濯
に
お
け
る
多
額
綿
背
に
一
合
集
は
、
ほ
ほ
次
の
と
お
り
で
す

a

一
麓
援
興
協
議
会
等
と
し
、
鬼

一
よ
る
専
業
的
領
向
ま
た
は
共
同
佑
が
一
①
翻
婆
関
係
留
体
は
現
在
六
団
体
あ
る
一
に
、
融
問
題
部
、
議
時
間
部
、
品

一
打
ち
出
さ
れ
る
A
き
で
あ
る
。
こ
の
た
一
が
こ
れ
を
一
本
に
ま
と
申
、
協
芸
協
一
の
等
内
部
を
お
く
。
事
業
時

め
に
は
、
現
在
の
緩
曲
瞬
間
体
を
一
本
佑
一
会
か
璽
譲
受
泣
か
に
し
、
そ
の
た
護
対
策
事
業
を
主
枠
と
し
、

昭和 37 年 4 J'1 10 隠

ヰ月からレジスター採用

広
報
紙
二
月
尋
で
も
ふ

れ
た
よ
う
に
、
山
田
約
室

で
は
、
市
役
所
総
ロ
で

の
手
数
料
等
の
収
山
刑
事

務
を
簡
素
化
す
る
た
由

研
同
封
し
て
い
ま
し
た
が

四
月
一
日
か
ら
、
レ
ジ

ス
タ
ー
(
金
銭
登
録

機
〉
に
よ
る
現
金
収
納

の
方
法
を
探
用
、
議
事

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
二
戸
籍
謄

抄
志
の
交
付
や
諾
託

開
明
訟
と
の
手
数
削
料
金
は
、
市
金
薗
の
っ
と
う
ご
っ
以
上
の
窓
口
を
歩
い
て
よ
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

窓
口
か
ら
収
入
証
紙
を
寅
っ
て
い
た
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
約
の
取
り
扱
い
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
一

だ
く
方
法
で
収
納
し
て
い
ま
し
た
。
ζ

ん
ど
は
こ
の
点
を
改
善
し
、
手
続
宮
支
所
、
各
出
窓
附
同
一
一
部
は
、

こ
の
た
め
、
手
続
き
の
お
申
し
込
み
を
お
申
し
込
み
の
線
、
係
職
員
に
現
金

b
b
て
い
ま
す
・

V
税
窃
課
・
庶
務
係
、
市
民
税
係
、

で
一
一
回
、
収
入
夜
紙
の
講
入
で
一
一
回
で
手
数
棋
を
お
払
い
込
み
い
た
だ
け
ば
定
資
崖
税
係
、
徴
収
係
、
諸
税
係
。

住
宅
金
繰
公
庫
は
、
都
市
に
一
一
一

階
以
上
の
耐
火
噂
進
ピ
ル
を
建

設
し
、
土
地
の
合
理
店
出
利
用
と

火
災
等
の
災
欝
防
止
に
寄
与
ナ

る
和
ら
い
で
、
資
金
を
貸
し
出

し
て
い
ま
ず
。

マ
対
象
・
耐
火
構
造
地
よ
三
階

以
上
の
住
宅
つ
吉
活
相
師
、
事

務
所
等
で
、
原
町
刷
と
し
て
百

平
方
針
以
上
の
も
の
。
妨
火

地
域
、
準
防
火
地
域
、
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
地
域
の
商

業
地
域
に
た
て
る
も
の
、
あ

る
い
は
、
広
趨
務
理
で
一
再
建

ナ
る
も
の
に
限
る
。

マ
師
民
謡
・
建
設
用
地
が
あ
り
、
頭
金
の
諦
違
と
倍
り

入
れ
後
元
料
金
の
償
選
が
確
実
に
で
吉
る
も
の
で

数
策
を
受
け
設
け
れ
ば
中
高
層
面
揺
突
の
で
吉
本
い

者
に
限
る
。

マ
融
資
額
量
標
準
婆
蓄
の
七
五
%
以
内
、
最
官
主

千
万
円
混
度
ま
で
、
利
率
は
伎
宅
年
七
品
川
、
店
舗

等
は
年
七
分
五
版
。

竹v
償
還
方
法
・
原
則
と
し
て
元
利
均
等
十
か
年
償
還

で
毎
月
払
い
。
百
万
円
を
傍

E

入
れ
た
場
合
、
住

宅
定
ら
月
一
万
一
千
六
百
十
円
、
店
舗
等
な
ら
月

一
一
万
一
干
八
召
七
十
内
を
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す

以
上
の
説
明
は
、
ご
く
線
開
的
意
点
だ
け
で
す
。
と

の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
鋭
娘
規
定
が
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
、
例
外
規
定
食
ザ
附
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
高
居
間
耐
火

建
築
物
を
建
設
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
一
度
ど

研
究
く
だ
さ
い
。
と
ま
か
い
案
内
蓄
が
、
市
役
所
建

設
課
に
と
ど
い
て
い
ま
す
島
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築工事が完成した。京送平家主32m2ホール

1 ・会議室 3 奪事務室兼12!童書室、管理人室

などを鍛えた市立第 5 密百め公民館ヱ費

540万円 〈新田コ二務店) 0 主主岳中北再寄りの

公霊童にスマート主主姿をみせている。

A. 3 月 20B ・大野地区西之宮公民館新築工事

が完成した。木造l'16m2工費237方向(熊沢

工務店〉。

3 月318. 神田地じまEf1 .1寸m楼Jl íぞいの注額

復18なった人増小曹長線 主主投予定地5.000m2の 36 年度分埋立工事が
A. 2 月 10B ・市道城島 1 号線(出張所北側) 完了した。工費259万汚 〔松上""業〉

の側溝 260m の新設工事が完成した。ヱ農 Ar，百]じく 31日・昨年末から:工事中だった市道

61万円 f小松主主設) 人持望小熊線Cl4号)こと沢中学校前~土展開

A2 月 28 日 e 神開地区田村苦言の前団地に態設 の台風被害か所の復事が完了した。憾

中の36年度分市営住宅(第 2 麗) 40戸の屡 員 5mX延長166m分、ェ;鐙29973丹、 〈湘

根工事完成。工費62万 1 千円(宮崎清7お。 問機減土木〕。

この入忌君主帯は 3 月 29日公開:"1薦で決定。

A3月 8 日・須賀にある市営競輪場のスタン

ド上E霊敬築工事'lOO.4m2が完成， -工費壬30万

円。(東海ヒコレド〉。

A3 月 15B ・市消防回第21分団〔金目〉の庁

舎新築工事が完成した。木造平家筋m2ヱ強

107万 5 千円(山口工務店〕。 これで全消

防分間に新庁舎が完成した。

A3 月20B ・地区民待望の市立花水公民吉君主汗

(第 3 種郵便物認可〉かてコらひ報

受
け
る
と
と
な
ど
の
ほ
か
、

限
、
入
場
制
限
、
使
用
斜
窓
ど
、
ま
す
。

-
言
語
一
日

z

一
一
語
尚
三
回
一
一
一
一
一
一
日
記
丘
三
百
一
一
一
一
一
一
一
一
語

5
2吋ε
ロ
コ
三
百
日
一
一
一
三
一
日
三
日
一
一
一
二
て
一
三
三
五
一
一
一
=
一
一
宍
記
一
一
一
一
一
一
一
一
一
己
目
三
日
一

J
元
日
一
一
一
z
u
h三
一
三
三
一
】
一

2
5
三
百
三
一2
2
2
1
z
h
r
~

ロE
h
u
u子
三
記
一
一
一
一
一

E

一
戸
立
し
三
一
一
一
一
一
一
一
訂
正
主
主

ι
s
i
-
-

一
一
五
一
訂
正
三
一
一
一
一
一
一
一
」
三
一
己
口
一
一
一
一
一
一
一
一
一
自
芸
品
店
長
一
一
一
一
一
一
日
計
三
一

生
別
母
子
甲
斐
鹿
野
持
品
目
許
出
向
日
持
一
時
て
ほ
し
い
」
問
自
在
日
立
日

v

…
日
刊
行
バ

に
:
扶
養
手
当
愛
が
一
年
以
上
抱
禁
さ
れ
て
い
る
×
×
×
'
れ
に
市
役
所
の
検
認
ハ
消
し
印
〉
を

a

険
制
度
が
あ
る
。
未
明
削
弾

一
尖
と
信
伽
加
し
た
。
母
子
家
庭

e
な
ど
を
鬼
重
。
拠
出
制
の
国
民
年
金
が
発
足
し
て
か
ら
受
け
る
、
と
い
う
方
法
で
払
い
込
ん

}
援
助
す
る
量
扶
養
手
当
撃
で
曹
、
た
だ
し
、
以
上
の
条
件
を
そ
な
え
た
人
ま
る
一
年
、
第
二
年
自
に
は

M
る
に
先
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
月
害
該
当
す
る
人
が
お
ら
れ
た
ら
、

一
昨
年
十
二
月
堂
、
扶
養
手
当
誘
求
手
で
貴
重
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
湯
だ
っ
て
、
国
民
年
金
の
管
事
務
を
お
さ
一
一
十
六
年
度
の
議
定
、
払
露
出
誇
の
手
続
支

一
抑
制
品
{
」
の
受
け
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
章
、
前
の
却
に
所
得
が
十
一
一
芳
円
以
上
当
し
て
い
る
市
民
課
時
金
保
で
は
、
闘
い
込
み
方
法
が
申
ん
ど
う
に
な
る
。
だ
き
た
い
。
放
っ
て

b

下
。
こ
の
児
議
扶
養
手
当
法
は
、
い
ま
あ
っ
た
同
窓
口
定
量
一
一
人
に
つ
い
て
一
一
一
畏
年
金
の
加
入
者
に
対
し
て
、
次
の
点
マ
今
月
を
ナ
ぎ
た
三
王
ハ
年
度
の
来
約
し
て
教
わ
れ
る
。
三

門
口
一
ま
で
国
民
年
金
額
度
の
母
子
福
祉
年
金
一
一
よ
ぎ

z一
一

Z
i
:

ー

l
l

一
軍
軍

E

一
一
-
一
ユ
コ
〓
干

J
3
1
1
P

コ
コ

i
i

入
け

J
3

い
ほ
ど
有
利
で
あ
る
。

却
す
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
襲
撃
豆
一
一
一
喜
一
二
季
罰
百
三
玄
室

月
一
議
室
長
し
て
i
E

一
言
一
一
一
義
富
喜
一
日
」
一
戸

J
Rふ

4

一
が
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
こ
う
と
す
長
雑
誌
誤
診
姦
Z
G
よ
ほ
出
到
同
一
言
「

j

ニ
U

ま
る
も
の
で
す
。
一
二
f
一
一
正

K

一
一
-
;
先
輩
扶
護
手
当
の
議
求
を
早
く

幻
一
と
の
扶
養
手
当
は
、
次
の
条
件
に
あ
て

向
判
定
ま
る
人
に
、

ζ

と
し
の
一
月
分
か
ら
万
円
露
算
す
る
〉
は
支
給
ぎ
れ
ま
せ
に
注
意
す
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
ナ
。
分
に
は
、
税
金
と
間
り
よ
う
に
延
滞

沼
一
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ん
。
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
マ
今
月
は
と
く
に
、
一
一
王
ハ
量
出
に
金
が
加
算
ぎ
れ
、
加
入
者
の
需
と

す
扶
養
手
当
を
受
け
る
資
制
問
・
次
に
暗
闇
る
人
に
五
十
万
円
極
度
の
収
入
が
あ
っ
払
い
込
む
こ
と
に
怠
っ
て
い
る
保
険
な
っ
て
し
ま
う
。

げ
る
鬼
蜜
を
胃
て
て
い
る
母
親
か
、
て
も
支
給
が
と
め
ら
れ
ま
ナ
。
制
糾
ハ
掛
け
金
〉
の
最
終
納
期
慢
に
な
マ
こ
の
た
め
、
市
箆
課
係
属
歩
、
保
険

母
続
に
か
わ
る
養
膏
者
で
あ
る
こ
と
こ
の
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
る
市
民
謀
っ
て
い
る
。
先
月
分
ま
で
の
保
険
料
棋
の
来
梢
の
あ
る
と
家
庭
壱
動
脅
し

①
交
母
が
世
間
婚
し
て
い
る
鬼
露
。
年
金
保
で
は
「
請
求
が
お
く
れ
る
と
そ
で
未
納
が
あ
る
人
は
、
今
月
末
ま
で
て
、
払
い
込
み
の
便
を
は
か
つ
て
い

m
w交
が
死
亡
し
た
見
室
。
れ
だ
け
一
小
利
に
な
る
。
ま
だ
詳
ポ
し
て
に
払
い
込
み
を
お
え
て
ほ
し
い
。
る

e

訪
問
し
た
ら
、
ぜ
ひ
利
用
い
だ

③
か
ん
が
一
卑
以
上
生
死
不
明
の
間
四
重
い
な
い
入
は
、
至
急
市
役
所
、
支
療
、
ム
国
民
年
金
の
保
険
制
は
、
市
役
所
の
史
哲
た
い
。

広(3) 

霞
民
年
金
今

月
が
最
終
期
限

ど骨翠の方は新宿 553大映映溺隠前i重り双葉幼雅魁向い慣tl市立共偶

作業所〔篭2034) へ 日曜霊祭日をのぞき午前 8狩30分~午後 5 時まで

受け付けまナ。土曜望日は午前中 z 遠くの人へは仕事の築訟もしまナ。
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の

一
一
戸
川
市
長
は
、
一
二
月
に
開
会
し
た
こ
と
し
第
一
回
隠
の
市
議
会
定
例
会
に
、
総
額
一
一
一
十
二
一
千
一

一
八
百
万
余
円
に
の
ぼ
る
一
一
一
十
七
年
度
当
初
予
算
を
提
案
す
る
と
同
時
に
、
予
算
案
編
成
の
根
本
方
一

一
針
と
し
た
点
を
次
の
と
お
り
説
明
、
任
期
最
終
年
度
に
の
ぞ
む
態
長
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
一

一
一
一
十
七
年
度
当
初
予
算
は
、
実
質
的
に
は
、
市
長
に
と

っ
て
ハ
市
議
会
議
員
の
立
場
も
ふ
く
め
て
)
任
類
最
終
年

度
の
年
次
予
算
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
く
し
は
こ
こ
で
過
去

の
業
績
を
反
省
し
友
が
ら
、
市
良
に
た
い
す
る
公
約
を
実

現
ナ
る
責
任
を
奥
ナA哲
予
算
の
編
成
に
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
公
約
の
第
一
は
、

過
去
の
赤
字
を
克
漉
し
て
黒
字
問
体
に
ま
で
態
て
霞
す
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
に
患
い
を
い
た
し
、
こ
の
任
問
崩
の
「
し

め
く
く
む
」
あ
る
い
は
も
、

当
然
、

の
で
、

抽
出
を
港
庁
、
安
定
し
た
財
源
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
得
耳
歳

出
に
ま
で
し
ぼ
り
つ
つ
、
予
算
執
行
の
上
で
運
営
よ
ろ
し

き
を
得
る
よ
う
憐
謹
な
考
慮
を
払
っ
た
の
で
あ
る

総
体
予
措
酔
泌
%
増
、
「
赤
字
覚
橋
」
捻
は
的
は
ず
れ

も
し
噌
本
年
度
は
総
ぎ
ら
い
の
年
で
あ
る
か
ら
、
間
出
来

堅
持
し
て
嘗
た
健
余
財
政
の
線
を
く
ず
し
て
も
、
霊
闘
い
か

え
れ
ば
、
市
長
は
赤
字
を
覚
闘
の
上
で
、
い
わ
ゆ
る
鱈
様

政
策
を
執
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
執
る

A
き
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
や
嬰
翠
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
湾
問
憾

注
が
ら
そ
れ
は
的
外
れ
で
、
わ
た
く
し
に
は
そ
う
し
た
期

待
や
嬰
望
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
成
算
な
宮
予
算
亭
組
ん

で
、
そ
の
た
め
再
び
わ
が
平
塚
市
を
赤
字
国
体
に
転
落
せ

し
め
る
ご
と
君
、
市
民
に
た
い
す
る
不
信
を
お
か
ず
勇
気

は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

に
お
い
て
十
二
億
一
千
七
頭
四
十
七
万
円
、
特
別
会
計
に

お
い
て
七
余
計
で
二
十
億
一
千
百
一
万
二
千
一
一
一
一
白
二
十
一

同
に
達
し
、
合
計
三
十
二
億
二
千
八
百
四
十
八
万
二
平
一
一
一

百
二
十
ご
同
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
総
額
二
十
五
億

七
千
九
百
六
万
七
百
七
十
五
円
に
た
い
し
て
約
二
十
五
%

の
増
で
あ
担
、
こ
れ
を
一
般
会
計
と
特
別
会
計
と
に
わ
ゆ

て
み
れ
ば
、
一
般
事
は
昭
和
一
一
一
十
六
年
度
当
初
予
算
九

億
一
千
八
百
五
十
四
万
四
千
四
百
円
に
た
い
し
、
二
億
九

干
八
百
九
十
一
一
万
五
千
六
百
円
の
潜
と
な
り
、
約
一
一
一
十
一
一

%
の
膨
張
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
の
示
す
行
政
基
準
額

め
ざ
ま
し
く
か
っ
縫
関
た
る
市
勢
伸
張
の
パ

イコ

口
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
予
算
論
成
上
か
ら
み
で
、
昨
年
度

に
出
ペ
ほ
と
ん
ど
飛
躍
的
本
増
加
堂
吊
し
て
い
る
こ
と
は

ご
ら
ん
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
環
日
間
的
な
む
ろ
ん

健
全
な
予
算
り
編
成
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
膏
臨
時

で
、
「
総
ざ
ら
い
の
恒
度
予
算
」
で
あ
り
「
締
め
く
く

り
」
の
充
奨
し
た
内
容
を
有
す
る
予
算
案
と
言
え
よ
う
。

し
か
も
、
こ
れ
に
見
合
う
同
町
源
と
し
て
は
、
市
税
収
入

に
お
い
て
六
億
五
千
百
十
九
万
三
千
余
円
、
突
に
歳
入
総

療
の
五
一
一
一
・
五
%
を
占
め
、
前
年
度
よ
り
一
一
一
十
%
の
伸
長

で
あ
マ
司
会
、
こ
れ
は
着
笑
本
市
民
主
活
の
向
上
と
安
定
に

よ
っ
て
か
ち
得
た
市
民
の
努
力
を
よ
訴
す
と
と
も
に
、
最
も

穣
突
な
る
財
源
た
る
市
税
収
入
が
五
一
一

F
m
t
f
上
ま
わ
る
と

い
う
事
実
は
、
わ
が
行
財
政
の
健
全
性
を
証
制
だ
て
る
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
方
交
付
税
、
財
稜
収
入
、
分
担
金
お
よ
び
使

用
粉
、
手
数
料
等
で
五
千
百
二
十
七
万
九
時
制
丹
、
む
ろ
ん
こ

れ
ら
は
安
定
し
た
財
源
と
み
注
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る

し
、
盤
、
県
の
支
出
金
一
億
一
一
一
平
二
百
九
十
二
万
六
平
!
余

円
お
よ
び
起
億
七
千
六
百
万
円
は
喝
当
初
に
お
け
る
議
保

の
見
通
し
に
も
と
づ
い
て
針
上
さ
れ
た
財
源
で
あ
る
。
他

に
寄
付
金
、
雑
収
入
で
一
ニ
千
五
百
九
十
七
万
四
平
余
円
を

見
込
み
、
さ
ら
に
特
別
会
計
競
輪
、
競
馬
事
業
収
入
よ
り

の
繰
り
入
れ
額
を
一
一
悠
一
千
五
百
十
万
余
円
と
お
ざ
え
て

い
る
。

要
す
る
に
不
安
定
志
財
滅
は
、
つ
と
め
て
こ
れ
を
ひ
く
く

お
さ
え
る
パ
古
で
、
本
年
度
の
こ
の
当
初
予
算
案
に
徴
し

て
も
、
た
と
え
は
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
は
、

磯
出
の
不
定
額
五
千
五
滋
方
向
を
前
島
度
か
ら
の
繰
鵡
金

に
求
め
ね
ば
窓
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
幸
い
に
し
て
確
実
な

見
通
し
の
下
に
こ
の
操
作
の
可
降
性
を
襲
付
け
る
こ
乙
の

で
吉
た
獲
に
は
、
昨
年
十
二
月
お
よ
び
本
年
一
月
間
開
催
の

競
輪
事
業
の
、
活
期
的
基
売
り
上
げ
に
よ
る
収
益
の
増
加

が
あ
っ
て
、
〕
般
会
計
の
歳
入
に
余
裕
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
友
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
昨
年
度
競
輪
売
む
よ
げ
の
見
積
も

り
を
ひ
く
く
お
さ
え
た
う
え
に
立
つ
て
の
予
算
世
相
田
躍
が
注

さ
れ
た
結
巣
で
あ
る
。
従
っ
て
主
主
度
に
お
い
て
も
、
こ

の
確
笑
憶
を
失
本
わ
ぬ
よ
う
予
算
を
組
ん
だ
わ
け
で
あ

る
。「

教
育
優
先
」
の
合
い
一
一
宮
議
議
後
ま
で
つ

b
ぬ
く

ぎ
て
歳
出
に
移
る
が
、
通
観
し
て
そ
の
核
成
皐
の
畏
高

官
は
役
所
費
、
こ
れ
は
事
業
・
事
務
量
の
開
張
に
昨
う
需
要

川
費
ま
た
は
給
与
等
の
合
理
化
に
よ
る
人
件
費
の
増
大
す
な

戸
わ
ち
不
可
謎
の
義
務
的
経
常
費
に
ほ
か
な
ら
ず
、
行
政
水

準
の
向
上
著
る
し
き
平
塚
市
に
と
っ
て
ば
当
然
の
支
出
と

ン
タ
ー
の
落
成
と
と
も
に
残
ナ
こ
と
の
で
古
る
よ
う
な
、

意
義
あ
る
記
念
行
事
を
全
市
民
の
祭
典
七
夕
ま
つ
り
と
あ

わ
せ
て
盛
大
に
執
行
し
た
い
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
市
制
痴
行
一
一
一
十
周
年
を
む
か
え
る
こ
の
年
度

の
、
こ
の
時
に
あ
た
り
、
理
事
者
と
し
て
な
ら
び
に
市
民

代
表
と
し
て
市
議
会
に
議
席
を
有
ナ
る
各
位
と
と
も
に
、

わ
た
く
し
は
心
か
ら
党
栄
を
感
じ
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
あ
ふ

る
る
感
謝
の
念
を
、
式
典
と
行
事
を
通
じ
て
十
一
方
市
民

に
表
明
し
た
い
と
患
い
、
六
百
三
十
万
の
予
算
を
計
上
し

た
の
で
あ
る
。
多
き
に
ナ
ぐ
苅Z
}い
う
非
難
の
声
は
、
お

そ
ら
く
大
多
数
の
市
民
か
ら
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
間
置

く
市
民
が
活
用
し
得
る
と
こ
ろ
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
、
市
制
一
ニ
十
周
年
を
記
念
オ
る
記
念
像
や
花
間
等
市
を

奨
し
く
す
る
計
画
は
市
民
に
長
く
た
た
え
ら
れ
、
多
彩
な

行
事
は
市
民
と
し
て
の
ほ
こ
り
と
よ
ろ
こ
び
と
を
多
く
の

十
五
%
を
占
め
る
数
奇
授
が
あ
る
。
昨
年
度
は
二
十
一
一
一
・

八
%
で
あ
っ
て
、
八
千
五
百
万
円
の
婚
と
な
る
が
、
ひ
き

つ
づ
き
義
務
教
育
学
校
の
佼
替
、
特
別
教
室
、
付
属
挺
設

お
よ
び
握
内
件
撲
場
兼
講
蛍
等
計
頭
に
郎
っ
た
翠
一
設
援
を

は
じ
め
、
地
区
公
民
館
、
見
的
色
体
育
館
の
総
統
整
備
費

等
も
あ
っ
て
学
校
教
関
施
設
ま
た
は
設
備
以
外
、
社
会
教

青
の
分
野
に
た
い
し
て
も
、
で
吉
る
か
ぎ
り
力
党
注
ご
う

と
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
援
す
る
森
崎
的

経
語
以
外
、
一
般
的
経
常
設
に
お
い
て
も
人
件
費
の
培
加

に
対
処
し
、
必
品
主
磁
霞
の
増
員
確
保
、
こ
と
に
要
望
に
こ

た
え
て
未
設
霞
較
に
た
い
す
る
努
詳
婦
(
五
人
)
の
完
全

配
箇
得
、
心
ぞ
配
つJF嬬
震
で
あ
る
。
か
く
て
い
わ
ゆ
る

「
教
三
億
元
」
の
合
い
言
襲
を
た
ん
な
る
口
頭
禅
た
ら
し

む
る
こ
と
な
き
ょ
う
、
教
由
同
委
員
会
の
要
望
に
こ
た
え

て
、
市
民
の
教
湾
に
た
い
す
る
熱
意
に
む
く
ゆ
る
努
力
と

措
置
を
講
じ
て
ゆ
宮
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
市
民
の
待
翠
久
し
き
に
及
ん
だ
市
民
セ
ン
タ
ー
の

建
設
で
あ
る
が
、
資
材
の
議
賞
品
、
労
務
不
足
等
の
鶴
審
に

も
わ
ず
ら
わ
さ
れ
す
、
工
事
ば
粛
々

ι
一
様
認
に
進
麗
し
つ

つ
あ
り
、
お
そ
く
も
六
一
月
な
か
ば
に
は
落
成
す
る
で
あ
ろ

う
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
契
約
に
洋
う
工
事
費
老
割
上

し
、
完
成
後
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
所
要
経
費
の
予
算
諸

問
障
を
講
じ
た
G

溶
成
に
見
合
い
、
し
ゅ
ん
工
式
に
あ
わ
せ

て
こ
の
新
し
宮
市
民
セ
ン
タ
ー
を
宿
局
し
て
市
制
一
ニ
十
周

年
式
典
平
記
念
行
事
を
行
な
い
、
で
古
れ
ば
同
時
に
七
夕

ま
つ
り
も
挙
行
し
た
い
と
脅
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
要
経
費

等
も
予
算
計
上
し
も
fの
で
あ
る
。
一
一
一
ム
に
し
て
起
つ
新
興

都
市
平
塚
の
た
め
に
、
長
く
市
民
が
子
々
孫
々
に
伝
え
る 市

民
に
も
た
ら
ず
で
あ
ろ
う
e

新
庁
禽
の
建
設
に
一
億
円
、
ま
ず
消
防
庁
舎

次
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
薄
設
と
併
行
し
て
、
市
庁
舎

の
態
設
に
ふ
み
古
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
長
が
念

願
す
る
五
千
坪
以
上
の
条
件
を
満
た
し
て
く
れ
る
敷
地
問
同

様
に
ぶ
つ
か
り
、
震
う
な
ら
ぼ
フ
余
曲
訴
の
の
ち
に
、
現

在
の
鼠
有
地
に
お
ち
つ
い
た
と
い
う
い
古
さ
つ
か
ら
三
十

六
年
度
に
お
い
て
基
本
設
計
の
完

7
を
み
な
が
ら
、
よ
う

や
く
払
い
下
げ
の
平
塚
市
要
請
原
案
が
国
有
財
産
地
方
審

議
会
を
通
過
し
た
の
は
ざ
る
二
月
初
旬
で
あ
っ
た
と
い
う

の
が
実
状
で
あ
る
の
で
、
事
年
度
で
は
第
一
年
度
事
業
賓

と
し
て
一
億
円
を
許
上
ナ
る
段
取
り
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
新
市
庁
合
同
貯
設
計
調
と
い
っ
て
も
、
こ

の
敷
地
内
に
議
事
堂
一
、
消
防
本
部
庁
害
等
を
併
置
す
る
と

こ
ろ
の
綜
合
庁
書
館
設
計
画
本
の
で
、
資
金
面
に
計
画
的

役
配
慮
を
加
え
、
本
年
度
は
ま
ず
単
独
起
債
と
し
て
認
め

ら
れ
る
治
訪
庁
台
の
建
設
費
を
取
り
上
げ
、
一
億
円
の
う

ち
一
一
一
千
八
百
余
万
円
を
こ
れ
に
充
当
し
、
残
り
を
市
庁
舎

の
整
地
費
を
含
む
工
事
費
に
当
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
新
市
庁
脅
の
一
部
と
し
て
ま
ず
消
防
庁

舎
法
完
成
で
き
る
。
敷
地
払
い
τ
げ
費
は
別
途
予
算
搭
匿

(
即
納
金
平
七
百
余
万
円
)
を
講
じ
た
。

従
っ
て
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
度
で
四
平
方
向
を
土
地
整
備

時
齢
、
基
礎
工
事
費
等
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
が
、
う
ち
最

新
料
、
即
監
関
臨
時
刻
模
型
製
作
費
を
支
払
い
、
残
額
は
最
終

予
算
の
更
正
に
お
い
て
減
額
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
お
消
防
本
部
庁
舎
の
態
援
に
見
合
い
、
防
火
態
勢
の

強
化
を
計
る
べ
く
、
整
備
計
留
に
し
た
が
い
、
叫
時
妨
ポ
ン

37年度予事事告を塁審議する市議会定例会

に
は
農
も
有
効
な
超
煽
波
無
線
電
謡
機
の
設
霞
等
に
六
百

九
十
余
万
円
を
品
計
上
し
た
こ
と
を
の

A
て
お
曹
た
い
。
た

ま
た
ま
、
平
塚
市
安
金
協
議
会
の
設
立
や
安
全
都
市
費
出
替

の
切
樹
特
性
の
、
ひ
し
ひ
し
と
感
ぜ
ら
れ
る
こ
の
さ
い
、
先

と
ろ
の
鎌
倉
市
役
所
の
火
災
事
件
に
も
わ
れ
わ
れ
は
無
関

心
で
は
い
ら
れ
ぬ
矢
先
曹
で
あ
り
、
消
防
本
部
庁
舎
の
建

設
や
そ
の
裳
婦
に
よ
る
防
火
態
勢
の
強
化
は
、
市
民
の
ひ

と
し
く
嬰
翠
し
て
や
ま
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

火
葬
場
移
築
・
し
尿
処
理
に
両
思
い
き
っ
た
措
穣

次
に
多
年
の
懸
案
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち
に
及
ん

だ
火
葬
議
移
築
の
件
も
、
且
臨
終
年
度
な
が
ら
本
年
度
内
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
近
代
的
施
設
の
火
葬
炉
一
一
一
義
お
よ
び

待
合
室
、
事
務
室
等
に
あ
わ
せ
て
、
陸
連
当
局
よ
り
不
認

可
の
理
由
と
さ
れ
て
い
た
火
葬
場
新
設
が
成
さ
れ
る
の

で
、
懸
案
の
霊
曹
ゅ
う
車
の
購
入
も
可
能
と
見
込
ん
で
、

合
計
千
九
百
三
十
余
万
円
を
計
よ
し
た
。
終
末
処
震
の
一

歩
前
進
で
あ
り
、
沼
市
内
の
中
心
地
に
時
代
ば
放
れ
の
し

た
火
持
場
の
存
在
は
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
同
時
に

終
末
処
理
の
重
点
と
も
い
う
べ
脅
し
尿
処
思
援
の
拡
充
慈

備
に
た
い
し
て
も
、
思
い
き
っ
て
一
億
一
一
一
千
余
万
円
を
見

込
み
、
ご
か
年
計
画
の
総
統
事
業
と
し
て
、
将
来
九

o
o

t
u処
理
を
呂
途
に
、
補
助
金
、
起
債
等
獲
専
に
努
力
を
尽

し
、
そ
の
見
通
し
の
つ
幸
次
第
追
加
予
算
を
も
っ
て
搭
援

し
た
い
と
一
考
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
じ
ん
か
い
汚
物
の
清

掃
処
麗
に
コ
い
て
も
、
一
白
十
五
ト
ン
に
す
ぎ
本
い
の

で
、
せ
め
て
七
十
五
ト
ン
か
ら
一
0
0
ト
ン
路
壊
の
能
力

と
ナ
る
た
め
断
第
七
千
五
百
万
円
の
事
業
援
を
予
定
し
て

い
る
が
、
こ
れ
も
資
金
謁
遠
の
見
通
し
が
っ
吉
次
第
実
施

予
算
を
』
計
上
し
た
い
。
ま
た
し
ば
し
ば
市
民
か
ら
批
判
の

声
も
瓦
に
し
つ
よ
い
嬰
望
も
あ
る
こ
と
な
の
で
、
防
疫
清

掃
の
徹
底
と
じ
ん
か
い
収
集
の
円
潟
化
の
た
め
に
、
清
掃

地
域
の
弘
大
と
扇
見
合
っ
て
そ
の
機
動
力
を
強
化
ナ
パ
く
、

清
掃
車
一
一
一
台
を
新
た
に
田
宮
人
す
る
こ
と
と
し
た
。

文
化
踏
切
立
体
交
差
年
度
内
脇
工
の
か
ま
え

商
工
一
関
係
で
は
特
に
中
小
企
楽
に
た
い
ナ
る
金
扇
措
聞

す
宜
わ
ち
市
の
担
託
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
一
臨
接

言
語
わ
さ
ず
市
の
歳
計
現
金
の
う
ま
ら
金
融
機
関

に
千
五
百
万
円
を
獄
託
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
宮
た

の
で
あ
る
が
、
市
民
の
要
望
は
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る

ナ
う
勢
に
か
ん
が
み
、
利
用
者
に
た
い
ず
る
一
層
有
効
道

切
な
後
勧
と
、
と
の
政
策
に
協
力
を
お
し
ま
ぬ
金
時
融
機
溺

へ
の
安
定
し
た
和
金
制
度
に
切
り
替
え
る
べ
き
と
考
え
、

本
年
度
か
ら
は
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
制
制
度
と
し
て
の

預
託
金
額
を
一
一
千
万
円
に
溺
額
し
て
予
算
化
し
、
個
々
に

た
い
す
る
融
資
の
限
度
額
も
一
口
一
一
一
十
万
円
を
五
十
万
円

に
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
積
極
的
本
商
工
業
振

興
政
策
の
効
率
化
を
許
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
不
燃

化
都
市
の
理
想
に
向
っ
て
前
進
す
る
商
店
街
の
共
同
不
熱

化
ピ
ル
建
設
に
た
い
す
る
必
要
な
援
助
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
異
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
わ
字
算
箔
麗
を
講
じ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
都
市
計
磁
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
を
も

っ
て
実
施
す
る
都
市
改
造
事
業
と
し
て
総
額
八
千
二
百
万

円
を
計
上
し
て
事
業
の
推
進
を
計
る
ほ
か
、
一
般
都
市
計

画
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
計
画
に
従
っ
て
幹
線
街
路
を
は
じ
め

そ
の
他
の
道
路
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
排
水
路
お
よ
び
下
水

側
溝
等
の
護
持
、
失
業
対
策
公
共
事
業
に
嬰
す
る
予
算
に

あ
わ
せ
て
一
一
宮
一
一
千
六
百
余
万
同
を
計
よ
し
、
危
お
継
続

的
に
留
資
、
県
貿
の
導
入
を
闘
っ
て
施
工
す
る
工
事
に
騎

し
て
は
、
国
県
の
予
算
佑
と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
逐
次
実
施 は

団
関
償
制
糾
等
の
必
要
経
費
を
許
ヒ
し
た
。
念
お
か
ね
て
か

ら
交
通
事
故
防
止
平
交
通
齢
制
緩
和
の
た
め
に
も
そ
の
必
要

性
が
さ
け
ば
れ
て
い
た
松
竹
通
り
の
い
わ
ゆ
る
交
化
情
切

の
立
体
交
琵
事
業
も
、
本
年
か
ら
ご
か
掠
継
続
事
業
と
し

て
施
工
さ
れ
る
こ
ι

と
一
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
概
算
一
一
一
一
億

余
円
に
及
ぶ
工
事
で
あ
り
、
間
出
、
担
問
、
お
よ
び
思
鉄
等
間
開

遊
間
山
体
め
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
額
の
決
定
を
ま
っ
て
実
滞
予

算
を
組
ま
ね
ば
怠
ら
ぬ
が
、
本
草
度
当
初
に
お
い
て
は
ま

ず
畿
計
闘
員
等
に
充
て
る
ニ
百
余
万
円
を
持
つ
こ
と
と
し
た

の
で
あ
あ
。

援
藤
政
策
、
合
併
条
件
の
履
行
に
も
最
後
の
努
力

農
政
、
農
林
水
薦
等
の
援
興
策
に
つ
い
て
は
、
合
併
こ

の
か
た
特
に
意
を
用
い
、
た
ん
に
原
始
遥
業
と
し
て
国
県

の
と
っ
て
吉
だ
緩
慢
政
策
に
網
応
す
る
と
い
う
態
度
か
ら

百
尺
竿
頭
一
歩
を
ナ
ナ
め
、
こ
と
に
都
市
近
郊
農
村
地
帯

の
あ
む
か
た
か
ら
、
特
産
物
の
消
費
地
域
に
た
い
す
る
簸

売
対
策
は
も
と
よ
り
、
経
営
技
術
の
揺
出
場
援
助
、
各
回
体

の
事
議L
た
い
ナ
る
勧
成
補
助
、
農
業
樟
趨
の
改
善
等

々
、
農
産
媛
揮
に
た
い
し
て
適
切
念
財
政
指
額
を
誘
じ
、

投
開
民
的
経
費
と
み
ら
れ
る
経
費
に
千
九
百
余
万
凶
を
あ
て

る
こ
と
に
し
た
の
は
、
本
市
の
積
掩
的
な
援
農
政
世
間
ム

ω
現

わ
れ
で
あ
り
、
漁
業
に
た
い
し
て
も
第
一
一
ナ
択
の
漁
港
懸
備

を
考
慮
し
て
、
留
県
の
補
助
費
健
出
比
五
官
待
ち
、
こ
れ
は
追

加
予
算
で
搭
鱈
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
三
回
の
産
業

ま
つ
明
も
媛
大
に
行
な
い
、
建
築
振
興
の
一
助
た
ら
し
め

る
の
み
な
ら
ず
、
続
対
的
行
量
の
ひ
と
つ
に
ま
で
背
て
て

ゆ
嘗
た
い
。
主
お
大
野
地
区
の
開
発
事
業
も
こ
の
優
終
年

度
に
当
り
財
源
の
繰
越
額
を
も
っ
て
必
要
な
事
業
費
壱
計

上
し
合
併
条
件
の
履
行
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
南
病
務
所
営
の
構
想
、
閤
保
給
付
帥
制
緩
を
撤
廃

ざ
い
と
に
間
民
健
康
保
険
事
業
に
ふ
れ
る
が
、
す
で
に

国
民
皆
保
険
が
達
成
さ
れ
た
こ
ん
に
ち
、
従
来
の
被
保
践

者
に
た
い
す
る
医
療
費
の
給
付
制
原
を
撤
擁
す
る
と
と
も

に
、
条
例
の
改
正
に
よ
り
保
時
間
給
付
の
内
容
の
向
上
を
計

っ
た
。
な
お
診
療
内
容
平
岡
田
療
費
の
上
昇
ま
た
は
給
付
率

の
引
嘗
上
げ
等
に
つ
い
て
は
、
中
央
機
溺
に
お
い
て
問
顎

も
残
さ
れ
て
い
る
弱
状
で
あ
る
が
、
国
民
日
皆
保
時
間
制
度
の

精
神
に
か
ん
が
み
、
被
保
倹
者
た
る
函
民
の
受
診
に
支
障

を
宮
た
し
た
担
、
医
療
費
の
放
五
に
伴
う
諮
療
報
酬
の
間
引

き
上
げ
に
よ
る
負
担
を
、
被
保
険
者
の
負
担
に
し
わ
ょ
せ

ナ
る
ご
と
宮
病
窟
は
と
る
べ
き
で
な
く
、
保
険
税
の
引
吉

あ
げ
は
可
能
な
か
ぎ
り
ぎ
け
、
そ
の
た
め
集
ず
る
赤
字

は
、
国
に
お
い
て
、
市
に
お
い
て
、
当
然
負
担
ナ
ペ
曹
で

あ
る
。
本
市
に
あ
っ
て
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
綴

の
増
を
お
そ
れ
る
こ
と
本
く
、
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の

皆
保
険
制
度
を
生
か
さ
ね
ば
主
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。
被

保
険
者
の
負
担
は
あ
く
ま
で
疑
点
叫
す
る
と
い
う
の
が
原
別

で
あ
る
昨
夏
と
思5
0

む
ろ
ん
、
診
療
責
任
者
た
る
底

部
は
、
国
民
保
険
制
度
の
わ
く
の
な
か
で
、
あ
く
ま
で
費

任
を
も
っ
て
診
曜
に
専
念
す
る
こ
と
の
で
嘗
る
保
障
の
必

婆
本
ζ
と
は
震
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し

は
、
組
合
経
営
の
中
南
街
保
病
践
を
、
居
候
病
院
と
し
て

の
機
能
を
裂
し
、
市
民
の
保
健
衛
生
の
た
め
に
貢
献
す
る

こ
と
の
で
曹
る
散
弾
機
関
た
ら
し
む
パ
く
、
市
営
の
病
院

に
持
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
免
て
、
そ
の
準
備
工
作
に
入
っ

て
い
る
が
、
4そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
市
民
の
た
め

に
、
密
保
病
院
と
し
て
の
内
容
を
充
実
ざ
せ
、
燃
焼
当
事

者
も
受
診
者
た
ち
も
、
物
心
と
も
に
安
心
し
て
診
療
し
診

療
ぎ
れ
る
病
母Lし
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

(
紙
一
閣
の
つ
ご
う
に
よ
り
係
の
手
で
一
部
管
務
し
ま
し



州
出

ひ
謡

震
わ
ざ
る
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
は
会
予
算
の
一

昭和 37 年 4 fJ l8 臼
u 10日・金田小学校、午後 2時

30分~3 時30分まで。
ﾟ 11臼・絵原公民書宮、吉時30分

~ll時30分まで
q 11J回・中庭むj、学校、午後 1 持

30分~3時30分。
Q 15臼 a 富土見小学校、 ga寺3

分~11時30分と午後 1 持
30分以 3 持部分まで 2 回

Q 15臼・花オ(lJ'I学校、持簡は寓
ゴ二見と向己、対象花水学
区

グ 178 ・1l!l')、学佼、 9 持30分可

10時30分まで。午前中。
17日・宮沢小学校、 10持3自分

~n時部分まで。午前

グ 18日・土屋小学授、午後 2a寺
30分~3 時30分まで。

11 21日・重量出小学校、時間前向
ﾟ 22日・金百小学校、車時30分

~lle寺30分まで。午前
中。

1/ 228 ・lJjx;島小学校、午後 2 持
ﾟ 31 日・江陽中学佼、 9 時30分

~午後 3 持30分まで。
φご註乙意・各会場とも小学佼の学

3 よそを学
う気をつけ

ぽ
と
り
と
よ
ろ
こ
び
の
象
徴
と
も
本
る
も
の
を
、
市
民
セ
プ
自
動
車
の
講
入
、
消
防
水
利
の
議
出
、
災
害
時
の
活
動

新設‘春日野中金工木工芸新設、

中隙，)，鉄筋 2 時事佼舎新設、大野中

鉄骨平家校舎新設、大野中プール

新設、過年度分工事費z江顔中、

太洋中、神田中、こと沢中、大野中

中原小各校舎および浜岳中盤肉体

操場整備、各校校地整備費など。

(社会教湾施設整備〕見附台体育館

整備第 2 年度分3300万円、言富士見

公民童官新設、南原公民館新設まど。

車社金福祉重量・ 9786万円 (8%) …

市営住宅26戸新設、須賀線湾所増

築ゴニ事その値。

A保健衛生費・ 4073万円(3.3%) ・

火葬場新設、!日火葬場解体質、笠

宮ゅう車菊入、ごみ収集車 3 台増

設など。

品農業経済費・ 6767方向(5.6%)…

工場誘致混励金、援慶在学、各積助成

金、中小企業に対ナる資金融資、優

良喜重畜導入呂頭、土地ilù良事業補

助金、魚市場拡張工事、その他。

晶慰霊童費・ 4005万円 (3 ・ 39五〕 … 

霊園敷地買収費第 3 問分も市庁舎

高浜台住

納金なと。

A統計調査費. 86万円 (0.19話〉

車選挙費・ 257万円 (0 ・ 29百〉…ω

参議院議員選挙ミ漁業調務委員会

委員選挙、大野土地改良主主総代各

選挙運営費など。

A公償要望・ 3459万円 (2.89百〉

品諸支出金・ 6029万円(4'99五);，.

市制30.周年記念事業費その他。

品予備費‘ 150万円 (0 ， 19五〉……

x x x 

(総体予算〕今議会で成立した沼和37

年度市の総体予算(一般特別全会計

合算〉額は、 32鐙2848万余円の豆額
に遣しました。この額は前年度より

ざっと 6億4942方向余多く、市政の
飛躍的な成長をあらわナものとみら

れています。会計別では。

①一般会計・ 12億1747万円〔部担度

にくらべ 2億9892万余円の増〕。

②競輪特別会計・ 10傍旦472万余阿
〈官官卑度よ!J 2 億3日 32万余円増!。

③競馬特別会計ー 7億7566万余円
(前年度よ!J 1 億5681万余円増)。

④国保特別会計・ 9217万余円(前年

度にくらべて1559万余円の繍)。

③静止寵所特別会計. 2自 3万余円 (前
年度にくらAて33万余円の増)。

⑥簡易水道特別会計・ 2053万余円
(前年度より 24万余円の減〕。

⑦都市改造特別会計・

〈前草皇室より

同
開
児
訪
ト

一
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該当の

子供さんをおつれになってくださ
ν、。

@該当J思 a ①昭和86年 4 Jl 18-

9月初日までに生れた赤ちゃん
(第 2 隠筒援種〉、(互昭和34年 7
1 臼一昭和35年 9 Jl 30日までに
れた子、れいままでに 3 岱接種
(鰐 1 期)おえている子。 i畠加免
疫として 1 図接種します。この場
合は、第 3 呂田を完了してから 1

し 1 年半を経過している子

φ巡回日程と金環・
4 月 25臼・怨公民館、 26日・金回
出張所と重量国公民童官、 27臼・中原
公民館、 308 .大野小学校、 5 Jl
1 臼見開台武道場、 (時間はいず
れも午後 1 時30分-3

φご注意・
します。

追加免疫の子は彊援会場へおこし
ください。そのと古前回の予防接

ただきます。 ζれ
らかじめ宿生課へ

と連絡し、ただくようお願いーします

職
。採用機種 υ 

①電気主任技術者・ l 名
(電気事業主任技術者第
3 種免許以上を有する

者〉

②自動車運転負 5 名
(年令45才以下で大型自
動車運転免許を有する
者〉

く〉応募要綴

希望者は 4 月 20 日までに履
歴書および免許誌の写しを
総務課人事係へお出しくだ
さし、。

平塚市総務課

募集

衛生課では 4 月 17白から308ま
で、市内24会場に狂犬病予防注射
を巡回します。同時に犬の畿銀受
け付けも行ないまナ。お宅の犬
が、いつ、だれかをかまないとも
限りません。万ーにそなえ、必ず
愛犬を近くの会場へおつれくださ

Jレ、。

帯対象となる犬・生後 3 カ月以上
争手数料・注射15百円、登録300円
をど用意ください。
φ巡筒臼程…0 ・ ! 

以下午前10時~正午
4 月 17回廊崎出張所
ﾟ 18日土震小前

以下午後 1 時~3 時

4 Jl 17臼城島出張所 重量但公民館

ﾟ 18臼旭出張所旭犬抑留所

以下午前10時~午後 3 時
4 月 19白金目出張所 中原公民館
g 訪日神田出張所間宮公民館
グ 23尽八隔公民館消防 3 分団
)/ 24日豊原公民童宮 消訪 1 分、fJl'
lJ 25目見附台体湾館υ

グ グ 馬入消防 5

グ 26臼消防 2 分防須賀公

ﾟ 27白須賀海宝寺 海岸公民館
グ 30臼花水公民館平塚保健所

3Jヲに行なった、伝染性小児マ
しての鰐 I 次主主
吉宗続いて、第 2

次の生ワクチン投与を次の日程で
行ないます。今回は 2型 .3 型混
合ワグチンを服用していただきま
すが‘これについて鼎
健所では、前回の第 1
けた子は今屈の第 2 次投与も引き
続いて受けるよう、また、前回受

け泣かった子でも、今屈の投与を
受けておくようのぞんでいまナ。
今留も、服用希護者 (3 カ月以上

の子)に投与しまナが、闘し込み

方法は官官屈と同様当日会場で受け
付けます。申込書嘗を織り込んだチ
ラシを新聞折り込みでおく lまりし
ますからお使いください。なお、
小学生は百日に学校で集団服用の機
会を設けまナ。
争主主ワクチン投与日程と会場…-
5 月 78 ・江陵中学校 9 時30分~

II時3C 分と中後 1 時30分
~3 時30分まで、対象崇

醤学区

昌白・大野小学校、午後 1 時

配分~3 時30分まで。

昔日・須賀公民館、午後 1 時
30分~3 時30分まで。対

象港学区
10日・岡崎小学校、 1む時30分

~ll時30分まで午前中。
108. 神田小学校、午後 1 持

t2ì党

Q 

こ
の
た
び
、
県
庁
内
海

外
時
住
安
富
の
も
と
に

女
性
に
よ
る
南
米
研
究

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

県
内
在
住
勤
者
の
入
会

を
募
担
ま
ナ
。
ラ
チ
ン

ア
メ
リ
カ
の
研
究
、
見

学
、
在
外
邦
人
と
の
受

流
社
ど
を
し
ま
す
。

こと

4 }'! 

Oだれにも替え
ないあなたの協

み、心配ごとを

そっと訴えてい

ft.t.主主.
とき・毎月第 1
第 3月程 9 持~15時 砲

ところ・日‘福祉事務所応援護
穏談奥@…....・媛人民生委員ほか 11，

栂談内容 e 身のうえ・健康 e 家庭 11
@住暦・車車業・給婚・生活・教育 i

その他精神的緩済的問題なんでも

砂ラ J オ ニ J ポノ『正

込征J自11 朝j8 20-35 

2 みんなの広場(森繁

久lJ~ フランキ 堺

小村、lH.ifi 白杉村存子守

中村メイーF 東野英治

郎) ドラマ、録 i1 構成

~アレヒ !l:TV 毎

3盟日昔iι45-9.00コ声f

d止 〈らしの気象台{

{昂千 j先広雄

杉楽干など)。

この罫組にタイヤルを

お f?-せくたさい{選管)

おう較文語のみなさ向
島適E躍自三T!Jtjj'~
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昭
和
三
十
六
年
度
農
業
関
係
総
合
表
臨
時
式
を
あ
げ
、
優

優
良
部
体
指
導
者
、
米
関
優
良
生
産
者
、
第
一
一
国
産
業
ま
つ
り

そ
の
他
山
一
一
十
六
年
度
中
に
行
な
わ
れ
た
立
毛
品
評
会
等
の
入

主
な
表
彰
を
受
け
た
人
た
ち
次
の
と
お
君
。

ムM

占H

柔
道
協
会
で

女
子
部
開
設

-
M凶
日
ま
で
愛
好
者
募
集
: :

ま
や
白
い
杖
は
、
思
際
的
に
盲
人
の
シ
以
外
の
者
が
白
い
杖
を
携
行
し
て
歩
い
い
る
の
で
あ
る
。
白
い
杖
は
、
路
上
に
、

滋
匂
ン
ポ
ん
と
な
っ
た
。
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
樹
定
し
た
。
胤
の
一
一
間
も
流
す
な
と
呼
び
か
け
て
い

m
w

わ
が
町
出
に
お
い
て
も
、
一
九
五

O
年
ま
た
、
昨
年
六
は
ば
の
散
正
を
み
た
交
る
の
で
あ
る
。

私
りJ
d

ハ
昭
和
一
一
十
五
年
)
に
施
行
さ
れ
た
身
適
法
調

mに
も
こ
の
点
が
よ
り
い
っ
そ
う
ハ
ン
ド
ル
を
掘
る
す

A
て
の
夜
遅
関

汗
体
障
害
者
福
祉
語
、
宮
入
室
長
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
う
ら
係
者
は
、
あ
な
た
の
蓄
に
自
民
を

骨
の
公
布
に
関
す
る
事
項
が
規
定
さ
れ
が
宮
す
る
よ
う
に
、
昨
今
の
交
通
事
育
み
た
ら
二
」
の
霊
堂
声
を
は
っ
嘗
り

一
九
一
一
む
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
一
一
年
に
害
さ
れ
た
道
路
は
、
ま
さ
に
、
し
ゅ

b
E

品
腎
討
咋
五
品
開
れ

U一
問

フ
ラ
ン
ス
の
ギηJ
1

ド
エ
ル
・
プ
交
通
取
締
法
施
符
令
に
は
盲
人
が
、
門
ロ
を
迭
し
て
雪
た

a

か
ぞ
え
嘗
れ
な
い
ほ
う
と
し
た
と
吉
、
白
い
杖
を
み
た
注
ら

入
は
、
白
い
杖
を
創
案
し
た
。
い
杖
を
携
行
せ
ず
に
渉
い
た
り
、
宙
人
ど
の
官
民
通
事
絞
究
設
と
枚
挙
に
い
と
ま

i

あ
な
た
は

一
月
に
な
る
と
、
こ
れ
が
、
バ

古
田
人
が
白
い
杖
を
た
ず
内
/

発
展
し
、ζ
れ

f
t

フ
ラ
ン
ス
は
も

U
 

一①-

衛
坐
課
で
は
、
夏
を
ひ
か
え
て
、
春
の
大
楠
徐
と
ね

ず
み
や
衛
生
筈
虫
の
い
っ
せ
い
阿
除
街
頭
た
て
、
会

家
路
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
ナ
。

割
問0
・
一
二
附
州
、
乳
割
問

0
・
0
二
肢
の
薬
剤
を
助

成
②
一
大
掃
除
に
よ
っ
て
出
た
び
ゐ
、
せ
と
ゐ
の
な

ど
処
援
に
濁
る
も
の
は
地
区
内
数
カ
所
に
集
め
て

い
た
だ
吉
衛
生
課
で
収
集
処
分
し
ま
す
③
共
同
薬

上
平
塚
・
剤
撒
布
に
は
動
力
噴
臨
時
機
を
貸
し
出
し
ま
す
。

呂
、
門5
同
月
〕
新
宿
の
一
部
・
馬
入
・
花
水
地
区
・
大
地
区
内
で
、
い
っ
せ
い
大
掃
除
、
共
符
薬
剤
散
布
の

野
の
一
部
・
神
田
、
〔
6

月
〕
新
宿
の
一
一
部
・
大
野
の
日
程
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
、
地
百
時
代
表
者
か
ら
衛
生

一
部
・
土
沢
・
隠
幅
削
、
マ
市
の
援
助
計
関
前
記
期
諜
環
境
儒
生
係
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

関
内
に
大
掃
除
と
共
同
薬
剤
散
布
を
行
な
っ
た
人
か
が
わ
せ
、
こ
ま
か
い

た
ち
に
対
し
、
①
一
世
帯
当
り
耕
割
問
二
百
グ
、
治
ご
穏
談
い
た
し
ま
ず
。

〈第 3 種郵便物認可〉

平
期
相
官
人
協
会
石
井
嘉
茂

ぎ
っ
て
く

「
が
な
い
。
こ
の
よ
う
本
交
湿
地
獄
下
こ

合
ー
だ
さ
い
。
ま
た
、
ま
ち
の
騒
音
を
二
叫

d

さ
ら
さ
れ
て
、
市
内
に
は
宮
学
校
生
徒

ー
な
く
し
て
、
白

U
杖
が
政
長
で
き
る
よ

杖
を
吉
め
て
実
に
一
一
百
余
名
の
富
人
が
一
-

、
ー
う
に
し
て
い
た
だ
吉
た
い
。

創
で
本
の
{
出
い
杖
に
身
を
た
く
し
て
、
そ
の
こ
の
よ
う
に
し
て
、
白
い
杖
の
無
意

て
L間
安
全
を
ょ
う
平
く
保
っ
て
い
る
現
状
主

始
の
呼
び
か
け
と
、
限
い
と
、
市
民
の
撃

つ
絞
の
で
あ
る
。

ザ
詩
こ
の
白
い
校
片
品
、
宙
人
の
単
な
る
ア
意
と
が
か
た
く
箔
ば
れ
た
と
昔
、
市
内

乱E
ク
セ
サ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
身
の
安
は
お
ろ
か
、
わ
が
街
全
お
交
通
事

た
だ
全
を
確
保
す
る
と
持
に
、
白
い
杖
は
、
情
は
か
な
ら
ず
変
ぼ
う
を
と
げ
、
尊
い

鈴
滋
の
す
べ
て
の
人
員
っ
て
童
星
雲
議
五
、
国
土
に
議
が
お
と

こ
の
全
を
無
言
の
う
ち
に
呼
び
か
け
続
け
て
ず
れ
る
こ
と
を
確
借
問
し
て
や
ま
設
い
。

為、ペコひ
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成
程
。
一
一
回
転
し
た
ボ
ク
の
阿
国
の
前
に

相
綴
山
川
の
松
称
が
あ
る
。
新
東
海
道
幹

線
の
赤
い
鉄
婦
が
こ
っ
ち

uを
向
い
て
い

奨
し
い
真
水
と
な
っ
る
。

熔
々
と
春
恵
の
土
手
を
配
っ
て
、
一
前
で
す
よ
。
翻
入
来
の
お
客
様
は
、
ぁ
ゃ
れ
た
機
械
の
お
世
話
に
な
っ
ぞ
、
の
市
賢
一
億
数
千
円
を
投
じ
た
施
設
、

(
川
に
お
で
ま
し
に
な
る
と
曹
は
、
そ
こ
で
先
づ
身
体
検
査
を
う
け
る
ん
で
し
餌
の
よ
う
な
姿
に
変
わ
る
。
円
い
い
箆
夜
兼
業
の
従
業
員
ざ
ん
、
十
五
年
後

一
そ
ボ
ク
充
ぞ
と
は
生
活
水
準
が
て
向
か
余
計
な
も
の
を
持
っ
て
来
て
肥
料
に
な
る
そ
う
ち
だ
ん
だ
ん
水
に
雲
議
し
て
増
設
に
苦
心
し
て
い
る
と

九
う
ら
や
ま
し
い
も
の
だ
。
は
い
な
い
か
と
本
。
お
供
は
あ
そ
こ
ぐ
近
く
な
っ
た
黄
色
の
液
は
、
い
よ
い
よ
い
う
係
の
人
。
年
々
増
加
し
て
ゆ
く
お

審
の
冷
雨
に
ぬ
れ
て
処
理
場
の
庭
に
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
、
ロ
ー
ラ
最
後
の
持
佑
粧
窓
ハ
穣
気
槽
〉
入
り
で
客
様
に
讃
痛
鉢
巻
だ
と
い
う
、
ポ
ク
は

ζ
ナ
て
た
ポ
ク
は
、
中
耳
目
の
案
内
役

l

で
し
ぼ
ら
れ
て
一
足
却
先
に
件
に
出
す
。
頭
の
上
か
ら
清
水
を
か
け
ら
れ
斉
シ
ュ
ン
と
し
て
「
大
変
だ
本
」
と
恩
つ

宮
口
ん
の
第
一
声
に
感
心
し
た
。
ま
す
。
お
供
ざ
ん
と
は
ネ
、
布
、
ゴ
戒
体
浴
八
時
開
。
濃
さ
も
一
一
一
二
倍
に
稀
た
。
ボ
ク
は
慰
労
の
つ
も
り
で
雪
っ
て

百
た
な
さ
壱
連
想
さ
せ
る
仕
事
場
で
ム
、
闘
い
紙
の
こ
と
で
す
よ
。
時
に
は
め
ら
れ
て
出
発
棋
の
}
休
み
が
、
そ
こ
み
た
。
「
何
か
お
手
伝
い
で
も
?
」

日r
h
u
ヰ
。

i
e
」
「
ま
あ
こ
こ
か
お
金
や
時
計
も
あ
り
ま
す
が
ネ
。
身
軽
の
部
澱
治
で
す
よ
ネ
。
怒
い
か
え
せ
「
は
い
。
聞
出
演
の
中
へ
布
や
ゴ
ム
・
ピ

」
と
招
じ
ら
れ
た
所
は
、
池

L
幻
諮
る
に
な
っ
た
御
主
客
様
は
、
一
日
五
ば
、
「
実
家
の
慾
」
を
出
て
か
ら
一
カ
ニ

1
1
H等
を
お
す
て
下
ざ
い
ま
す
訟
だ

聞
し
た
、
白
柱
、
習
の
ビ
ニ
ー
ル
震
回
、

0
0
0人
分
。
一
一
O
O石
)
拐
得
月
余
。
ぉ
立
に
長
旅
の
交
誌
を
謝
し
け
で
」
だ
そ
う
だ
。
「
吉
っ
と
市
浅
の
、

り
テ
ラ
ス
式
体
制
問
所
で
あ
る
。
水
墜
出
来
る
と
い
う
、
第
一
治
信
糟
一
爪
吉
と
て
、
震
後
の
檎
嗣
同
所
綴
索
誠
開
護
の
お
皆
様
に
お
っ
た
え
し
ま
す
よ
い
と
踊
れ

も
う
新
芽
が
出
て
春
を
よ
ん
で
い
な
る
。
そ
こ
で
は
、
生
水
が
肉
食
だ
ろ
し
ら
ペ
を
う
け
電
線
開
無
嘆
無
色
の
サ
て
掠
た
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど

i

・
・
。

。
「
成
田
四
な
あ
」
と
鼠
濃
の
程
に
患
う
が
、
和
食
だ
ろ
う
が
、
四
民
平
等
、
ツ
パ
リ
し
た
獲
で
、
綱
相
模
川
ま
で
七
一
一
一

の
ん
だ
e

大
き
な
撹
押
機
で
か
嘗
ま
わ
さ
れ
る
。

O
米
の
一
滋
に
誘
わ
れ
て
、
こ
と
を
出
て

第
二
治
的
糟
の
よ
に
登
る
と
、
一
で
も
こ
こ
は
気
持
の
い
い
所
な
ん
で
し
ゆ
く
と
い
う
わ
け
で
す
が
ネ
」
成
田
担
。

ま華麗:54000人分の処理が休みなくつづけbれている…作業所:æ門付近・



ぼ

く

二中
年学
生校

ま往生起するとか坐神姿でもぬけ

l るとかいうことを意図していた
No.72. 

かのようにみうけられる。がか

んじんの潟窪寺に当時の記録も

伝承もなく最後のことがざっぱ

りわから注い。ただ滋仏が残し

た作品と草稿の写本が須賀及び

議 議 畿 吾 j その附近の地に散在しているの
でそれによると喝仏が特異友人

須賀の寺町浄土宗海宝寺に、;闘であったことがわかる。

鬼仏人狂歌碑がある。高ざ 1m: かれは若かりし頃九州のざる
ほどの犠府I11石で、表に「主塾生 t 君事院にいたらしく、そこで唐人
もわるくはなひが古めかしちと;の手法に真似て絵をかく楽みを
鷲護主死もよかろう 九十担者鬼 i 得たようである。かれの作品が
仏J 、裏に「弘佑二己記三月宮 l 色彩濃厚で洋溺風であるのも来
日 J とほってある。紛人に望書ったためであろう。
須賀の人々はこの碑を鬼仏ーと!作品川主八十九歳九十一歳九十
人還と設っているがも百歳とし 1 二歳百歳などと年齢を醤吉添え

るした作品が残っているから、 たものが多く、しかも高齢なが

生前に建てたものと考えられる .G筆鋒の溌荊jさはいかにも絶倫
鬼仏という憶は須賀仲町清原 1 の精力をもっていた怪曽を思わ
彦右衛門の屋敷のー揺にあった・せるものがある。或は体組芭大

雲講躍とよぷ欝繕にいた托鉢僧 j 腕力また衆に勝れていたので自
で矯められると祈祷ーをしたり易 1 ら鬼仏と称したのかもしれぬ。

点したむ絵を描いたりした。ま[ 草稿に下の歌も裁っている。

た狂歌を作るのが得意であった; かたく君主に病せしものもいつ

務部の F主量生も J 云々もそのひ i の務に綻びそめぬ大寒の梅

とつである。これによると変つ i 般郷をいっとHでしかと務ふ人

た死にかた、たとえば立ったま| にそも忘れぬと答へける裁

の
髄
み

指
数
醐
聞
は
好
意
で
、
今
バ
レ
ー
の
選
手
を

研
究
所
し
て
い
る
。
身
に
入
る
勉
強
机
刀
法

教
潜
翻
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

談
室
で
綾
っ
た
察
陵
例
か
b
m
z
f
i
治
生
か
ら
で
も
母
親

i
-

母
と
ぼ
く
だ
け
の
家
庭
…
お
答
え

喝
、

r
e
i
-
-
-
に
対
し
て
本
人
の
悩

山
汁
川
一
-
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
み
を
出
来
る
だ
け
異
体
的
に
話
し

い
る
が
、
ナ
る
気
が
し
な
い
。
と
て
も
ら
い
、
近
携
の
人
へ
の
テ
レ

い
う
の
は
小
学
住
む
跨
に
近
所
に
ピ
の
見
せ
方
、
北
側
の
護
の
活
用

チ
レ
ピ
が
あ
っ
た
。
な
と
一
早
速
に
も
換
え

そ
れ
を
み
に
行
っ
た
為
針
抑
制
財
必
唱
て
も
ら
い
本
ざ
い
。

が
今
で
は
家
に
テ
レ
r
n桝
悦
紙
幣
郡
精
気
の
弱
ぎ
か
ら
か
、

ピ
が
あ
る
が
な
ん
と
幾
時
J
.輔
錨
鎗
門
日
続
友
が
い
本
い
こ
と

な
く
出
委
口
た
く
な
鱗
努
恥
税
制
九4な
の
で
自
己
を
諮
り

る
。
勉
強
が
気
に
な
綴
鰭
鰭
簿
警
合
え
る
友
人
章
い

る
の
で
見
な
い
よ
う
機
会
に
担
任
に
お
蕨

に
し
て
い
る
の
だ
か
、
近
粛
の
人
い
し
な
さ
い
。
自
分
の
生
活
設
百

が
見
に
来
る
と
設
か
な
か
帰
ら
ず
を
立
て
る
こ
と
も
大
切
だ
。
チ
ス

身
に
入
ら
な
い
。
勉
強
部
震
は
あ
ト
の
結
果
や
進
学
予
定
授
の
名
前

る
が
北
向
君
な
の
で
各
は
車
い
。
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
つ
ま
づ

一
週
五
百
は
惑
に
還
っ
て
い
る
が
嘗
易
い
点
を
よ
く
知
り
、
一
つ
ず

帰
り
は
道
草
し
て
し
ま
う
。
運
動
つ
な
く
す
よ
う
に
し
な
さ
い
。

鬼イム上人歌碑

人民総監 日3 ， 924

世得総量 25.451 

1ll銭面積 67.97Km2

入口密車 1,678 

前月比・世帯矯 124 

人向・社会場 123 自然場 122

年庁 71.966 (世帯17 ， 259)

大野 19 ， 578 ( "4 ， 01曲}

神担8 4,256 ( " 818) 

揖島 1.919 ( " 342) 

問時 1 ， 542 ( !f 271) 

会図 2， 133 ( ff 425) 

鳩 4 ， 3出( " 836) 

土訳 3，795 ( " 611) 

金目 4， 430人( "剖0)

3 月 1 S現在一

民生委累さんか、募金奉仕委員の方がお宅へ

まいります。笑しい心とカをあつめて活動す

る赤十字社員増強運動にご協力ください…一

震

占、るさとをいつ出でしかと問う人[こそも忘れぬと

答えけるかな・鬼仏上人の史録をとどめる揖室等


